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　自動車に乗車中、いざという時に命を守るエアバッグの基布
には耐熱性などの理由からナイロン66が多く採用されてきま
した。しかし、供給不足やリサイクルしにくいという課題があ
り、ポリエステル製の基布に期待が高まっています。
　ポリエステルを原料にした場合、ポリマー樹脂をつくる工程
でナイロンに比べて約50％のCO2削減が期待できます。またポ
リエステルのリサイクル材を高い割合で活用できます。当社
では環境適合性に優れたポリエステル製エアバッグ用基布の
開発に取り組んできました。ナイロン66と同等の耐熱性や収
納性を実現し、2022年、自動車メーカーに採用されました。
　今後も「人と地球に求められるソリューション」の創造を目
指し、さらなる技術革新を進めていきます。
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より高い安全性を確保するためにさまざまな種類のエアバッグ
を搭載




